
 
 

                                                                                      

 
 

🔷重点取組🔷 🔸構想図🔸 

 

 

 

 

 

 

                 
 

🔸具体的実践項目🔸 

 

 

  

                                                          

                                                         🔷目標値🔷  

４．働きやすい職場環境づくりを推進する 

◎学校総体での「働き方改革」推進（在校等時間の縮減） 

〇行事や会議等の抜本的見直し（スリム化や廃止） 

〇校務支援システムによる業務改革と情報の共有化 

〇新型コロナウイルスを含む感染症への適切な対応 
〇中学校部活動指針の徹底 

１．小中一貫教育を中心に据

え、教育の充実を図る 

◎中学校区における学びの連続性を

活かした小中一貫教育の創造 

○中学校区の共通した教育目標とグ

ランドデザインに基づく教育活動 

○９年間を貫く指導内容の定着と共

通実践 

○教職員相互の教育交流をとおした

９年間を見通す指導観の確立 

○小中一貫教育に関する教育効果の

検証 

令和３年度 

学校教育努力目標及び 
具体的実践事項 

合志市教育委員会

２．児童生徒の人権感覚を育成し、居場所のある学
校づくりを推進する 

◎児童生徒が安心して学べる教育環境の創造（規範意識と支

持的風土の醸成） 

〇教職員の「隠れたカリキュラム」に対する認識の深化 

○｢教える｣から｢自ら学び、共に学び合う｣への授業転換 

○「あいさつ」「返事」「靴そろえ」を含む基本的生活習慣の徹底 

○日常的な言葉の教育の取組の一層の充実 

☆ 教育基本テーマ    『未来を拓く心豊かな人材を共に育む』 

★ 学校教育努力目標  “学校・家庭・地域・行政、そして子どもたちが一体となった未来を拓く教育の創造” 

～ 志 合 わ せ て 夢 実 現 プ ロ ジ ェ ク ト ～ の 推 進 

３．ＩＣＴを積極的に活用し、教育活動の充実
と効率化を図る 

◎タブレットＰＣ等や校務支援システムの活用によ

る教育活動の充実と校務の一層の効率化 

○新学習指導要領を着実に実施するためのＩＣＴの

効果的活用 

〇「プレゼン教育（ＩＣＴ版ことば教育）」の推進 
○タブレットＰＣを活用した授業実践と評価 

②【豊かな心の育成】 
 

①【確かな学力の向上】 ③【たくましい身体の育成】 
 ○諸調査の考察等による学力・学習に関する課題の明

確化とその解決を目指した方策の共通実践 
・学力向上アクションプランの作成及び活用等 

○タブレットＰＣ等の効果的活用と情報の共有化 
・「プログラミング教育」や「プレゼン教育」の実施 

・ＩＣＴ支援員の効果的活用 

〇評価の精度と教育的効果を高める取組 
○家庭及び小中の連携による家庭学習の習慣化 
〇長期休業前の個別指導・面談の実施 
○各教科における授業力向上と支援体制の充実 
・１人１回以上の研究授業の実施（学校教育指導員の活用） 

・小学校高学年の教科担任制と中学校のチーム担任制への試行 

・市会計年度職員の効果的活用と情報共有・連携 

・英語指導員（専科）、ＡＬＴの配置と有効活用 
・外国にルーツを持つ児童生徒への日本語指導員の派遣 

○部落差別問題、ハンセン病問題、水俣病問題、障がい

者問題等を重要課題とした教育実践の一層の充実 

○「いじめ」の積極的認知と早期解消への丁寧な取組 

〇不登校の未然防止・解消や教育保障に向けた取組 

○ストレス等への対処やＳＯＳの発し方を学ぶ学習の

実施やレジリエンスを育てる教育活動の充実 

○「特別の教科 道徳」の内容と趣旨を踏まえた取組 

○幼・保、小、中、高校、特支の連携による特別支援教育推進 

○保護者や地域等と連携した情報モラル教育の強化 

・「使わせない教育」から「正しく使わせる教育」への転換 

○教育相談における連携協力体制の充実と強化 

・ＳＣ、ＳＳＷ、教育相談員の配置と有効活用 

・適応指導教室指導員の配置と活用 

・女性・子ども支援課、福祉課、関係機関等との連携 

○教育活動全体を通じた体力向上の推進 
・「子供の体力向上取組事例集」等の活用

・小中連携による体育の交流授業の実施 

○スポーツテストの結果を活用した取組
の推進 

・課題を克服する取組の確実な実施 

○健康教育の充実とラジオ体操の促進 
・地域連携による夏季休業中の体操等の継続活動 

・危険予知能力と危機回避能力の育成 

○食育の推進 
・学校給食における非常時を含む対応体制

の確立 

・家庭と連携した食に関する指導の徹底 

・地産地消の推進 

○防災教育の充実（地域との連携・協働と発信） 

④【特色ある学校づくり】 
 

⑤【人権啓発・生涯学習との連携】 
 ＜将来の夢を育む教育の推進＞ 

〇夢を拓くキャリア教育の推進（キャリアパスポートの有効活用） 
〇英語教育の推進（英語専科、ＡＬＴ、英検プロジェクト） 
〇ボランティア活動の推進（JRC 活動への参加等） 
○郷土の歴史、伝統・文化を活かした学習の充実 
＜中学校区コミュニティスクールの推進＞ 
〇中学校区における学校運営協議会の活動促進 
○兼務発令による小中学校教諭等の相互授業乗り入れ 
○学校支援ボランティアの活動の拡充 
○幼・保・こども園と小・中学校との連携促進 

○人権教育の推進（教職員の人権意識の高揚と基本的認識の確立） 
・市人権フェスティバル、人権教育研究大会、ハンセン病問題啓発事業等 

○地域教育力向上の推進（熊本の地域教育力「3 つの提言」） 
・地域学校協働本部設置による学校・地域との連携、地域行事への協力･参加 

○家庭教育力向上の推進（3 つの「くまもと」の啓発） 
・くまもと親の学びプログラムﾑ、くまもと家庭教育支援条例、くまもと家庭教育 10 か条 

○青少年教育の推進 
・教育講演会の参加･促進､子ども 110 番の家の周知、パトロールの強化等 

○子ども読書活動の推進 
・市図書館まつり、読み聞かせ、ブックスタート、マンガミュージアムとの連携 

○子ども会活動の活性化 
・子ども会スポーツ大会、子どもフェスティバルへの参加、子ども会入会の促進･協力 

○地域力による子どもの育成 
・神楽保存会、太鼓保存会等の地域活動との連携 

○学校部活動と社会体育（総合型、地域のスポーツクラブ等）との連携 
・合志市小学生クラブ環境整備検討委員会での研究･協議、合志市体育協会の活用 

○学びの体験活動の推進 
・三つの木の家自主事業（通学合宿、自然体験、子ども論語塾等）、

歴史資料館（歴史・科学体験教室）、西合志図書館天文台 

○生涯学習講座との連携 
・コミュニティ学習講座、公民館学習講座、出前講座の活用 

○文化芸術自主事業の推進 
・ヴィーブル子ども劇団、ドレミの広場への参加･参画 

○地域行事への積極的な協力と参加 

未来を拓く心豊かな人材 

夢 の 実 現 

関係機関  

Ａ：標準学力検査平均値 

【市平均】（小）５４．５以上 

（中）５２．５以上 

Ｂ：教育保障ができていない不登校児童生徒数 

【市全体で】 １０人以下 

Ｃ：問題行動発生件数 

  【市全体で） 昨年比 5 割減 

Ｄ：体力テストＡ～Ｃの割合 

  【各校】  ７８．０％以上 

Ｅ：朝食欠食の児童生徒の割合 

  【各校）  １．０％以下 

Ｆ：給食の地場産物県産物の使用割合 

  【給セ・各校】４５．０％以上 

Ｇ：学校管理規則第 28 条の 2（在校時

間等）第 2 項の抵触教員数 

【市全体で】    ０人 
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１．小中一貫教育 ２．居場所のある学校づくり 

３．ＩＣＴの積極的活用 ４．働きやすい職場環境 

2 学期制の試行 

学校 

家庭・地域 


